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Fig .1 実験装置の概略図  
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1.  はじめに  
豪雨に伴う土石流の発生により，下流に位置にするため池が被災する事例がある 1 )．こ

のような被災の発生を踏まえて，ため池管理マニュアル 2 )には，豪雨によるため池の被災

メカニズムの 1 つとして，「土石流による決壊」が示されている．本報告では，「土石流に

よる決壊」の要因の一つである堤体越流についての検討を行うため，ため池への土石流流

入に伴う池底の高さの変化が，貯水池内での水位変動に対する影響について縮尺模型実験

により検討した．さらに，模型実験と同様の条件での平面二次元不定流計算による数値実

験を行い，模型実験結果と比較を行った．  
2.  実験の概要  
2-1.実験模型と実験条件  

作製した実験模型は Fig .1 に示す．実験模型の諸元は，被災ため池を模して幾何学的縮

尺 1/40 とした上で，傾斜流路の

長さは 2.66 m，幅は 0.26 m，堤

高は 0.25 m とした．また，実験

模型は全てアクリル板を用いて作

製した．  
実験条件は，流下物について

は水のみのケースと水+土砂の実

験ケースを実施した．流下物の流

量は水 90×10 - 3  m3 /min.を斜面上

流から流下させて流況を安定させ

た後，続く約 30 秒間の給水中に

水深を計測した．水+土砂の実験

ケースについては，約 60 秒間水

を流下させて流況を安定させた後，

続く 30 秒間で給水とともにホッ

パーから土砂を供給した上で，水

位の計測をした．  
2-2.実験ケース 

実験ケースを Table 1 に示す．Fig .  1 に示

す実験について以下の実験条件で実施した．

土石流の流入により池底高さが変化すること

を想定して，1.貯水池全量が土砂堆積，2.貯
水池高さ 3/4 が土砂で堆積，3.貯水池高さ

1/2 が土砂で堆積，4.貯水池高さ 1/4 が土砂

で堆積した各ケースで，流下物が水のみと水

+土砂のケースの実験を実施した． 
2-3.計測項目  

以下に示す各実験ケースについて，水

深・流速を計測し，さらに，貯水池内におけ

る土砂の堆積状況を撮影した．  
水深は Fig .1 中に示した貯水池内の最深部

において，超音波センサ（（株）キーエンス

Ta ble  1 実験ケース  
Ex pe r imen t  c ase  

実験  
ケース  

給水量  
(×1 0 -

3 m 3 /m in . )  

土砂量  
(×1 0 -

3 m 3 /m in . )  

池底高さ  
（×1 0 - 2 m）  

1 -1 .  

9 0  無し  

2 0  

2 -1 .  1 5  

3 -1 .  1 0  

4 -1 .  5  

5 -1 .  0  

1 -2 .  

9 0  7 .5  

2 0  

2 -2 .  1 5  

3 -2 .  1 0  

4 -2 .  5  

5 -2 .  0  

 

[6-31] 2025年度（第74回）農業農村工学会大会講演会講演要旨集

－ 575 －



FW-H07）を用いて計測した．   
実験ケース 3-1，5-1 については，流速を電

磁流速計（（株）ケネック VM-801H）により

計測した．計測点は，Fig .1 中に示した洪水吐

から傾斜水路に向かった水平方向に 0.06 m ま

たは 0.08 m 間隔かつ  深さ 0.15 m の水路横断

面の中央地点における 10 箇所とした．  
流速の計測は流況が安定している 20 秒間に

おいて，x 方向と y 方向の合成流速について最

大値と最小値，平均値を求めた．   
3. 実験結果 

3-1.池底高さと貯水池水位の関係 

 Table 1 に示した実験ケースにおいて，池底

高さと水位計で計測した水位の 2-1.で示した

時間での平均水位の関係を Fig .  2 に示す．こ

の図から，流下物が水のみおよび水＋土砂いず

れのケースにおいても，0.2 m まで池底を上げ

た実験ケース 1-1 および 1-2 については，他の

池底高さと比較して平均水位が減少した．他の

ケースについても水底高さが増えることで，平

均水位が減少する傾向があった．  
 実験ケース 2-2～5-2 を対象とした平面二次

元不定流計算の結果も併記する．ここでは，土

砂分の容量を水の容量に積算して計算している．

その結果，5-2 と比較して他のケースの水位が

若干低くなり，実験の結果を概ね再現した．  
3-2.池底高さの相違による流速の比較  
 Fig .3 に，実験ケース 3-1 と 5-1 での，Fig .1
に示した位置での合成流速の最大，平均，最小

値を示す．この結果から，計測を行った各位置

で池底高さが上がる，Fig .3(b)より(a)において

流速が概ね速くなった．流下する水および土砂

に対して抵抗となる静止する水が減少したこと

が影響したと考えられた． 
3-3.土砂の堆積状況  
 Fig .4 に，実験ケース  1-2，5-2 における，実験終

了後の土砂の堆積状況を示す．この結果から，池底高

さが上がる実験ケース 1-2 の方が  5-2 より土砂が下流

側まで流下した．池底高さが上がることで貯水池内で

の流速が大きくなったためと考えられた．  
4. おわりに  
 本報告では，ため池への土石流流入に伴う池底の高

さの変化が，貯水池内での水位変動に対する影響につ

いて検討した．その結果，池底高さが上がることによ

り貯水池内で①流速が速くなり，貯水位が下がる傾向

があった．②土砂が下流方向に広く移動する傾向があ

った．  
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Fig .4 実験終了後の土砂の堆積状況  

上：Ca se1-2，下：Ca se5 -2  
Se d imen t  de po s i t i on  c on di t ion  

 
Fig .2 池底高さと貯水池平均水位の関係  
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( a )  実験ケース 3 -1（池底高さ 0 .1  m）  

 
(b )  実験ケース 5 -1（池底高さ 0  m）  

Fig .3 池底高さの相違による貯水池内の合成流速

の最大値，平均値，最小値  
Co mbin e  v e lo c i t y  i n  r e se rv ior   
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